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内容の要旨及び審査の結果の要旨
【背景】正常ｶﾛ齢とl8MuolDdeoxyglucoseandpositIonemissiontomoglzIphy(PDGPEr)により測定され
る脳糖代謝の関連については未解決である．その原因の一つとして，ＰＥＴの解像度の限界に起因す
る部分容積効果(partialvolumeeffCct;PVE)の影響が考えられる．特に老化による脳萎縮が大きい部位
では，ＰＶＥにより実際の放射活性が過小評価されることが懸念される．
【目的】ＰＶＥ補正法を用い，補正前後での正常加齢と脳糖代謝との関連を検討した．
【方法】日本人ボランティアに対し，詳細な問診，一般および神経学的診察，mini-mentalstatc
examination(ＭＭＳＥ)を施行後，同日にFDGPETおよびMRI撮影を施行した．
健常者の基準は，１．問診や診察上，認知症ではなく，IVmdSEが２８点以上，２.神経学的診察所見が
正常，３．内科的全身疾患がないか，治療により十分コントロールされている，４精神・神経疾患の
既往がない，５.重篤な頭部外傷の既往がない，６.中枢神経に作用する薬斉Ｉの使用がない７．MRIで
脳梗塞などの異常がなく，MRangioglaphyにて，主要脳血管に異常がない，を全て満たすものとし
た．２００人に検査を施行し，１３９人を健常者と判断した．内訳は，男性７１人(25-81歳，51.8±12.7)，
女性６８人(24-79歳，546±15Ｊ)であり，年齢に男女差はなかった．ＦＤＧＰＥＴと同時に得られたIVnRI
像から灰白質成分のみを取り出し，ＰＥＴの点応答関数でコンポリューションを行い，ＰＥＴで得られ
た像を除することによりＰＶＥ補正を行った．代表的な脳画像統計解析ソフトウェアであるstatistical
pamametricmapping99を用い，男女別に加齢とＰＶＥ補正前後での脳内ＰＤＧ放射活性分布との相関お
よび加齢とIvmlによる脳容積との相関を検討した．
【結果】男女ともに，ＰＶＥ補正前では，シルピウス裂周囲と前頭葉内側において加齢とＦＤＣ放射活
性分布に有意な負の相関があった．しかし、ＰＶＥ補正後には，補正前に認めた相関の大部分は認め
なくなった。一方，脳容積の検討では，シルピウス裂周囲と前頭葉内側が加齢と共に有意に萎縮して
いた．
【結論】以上の結果からPVE補正前に認めた脳糖代謝低下の大部分は加齢による脳萎縮の反映でＷＥ
に起因すること、ＰＶＥ補正によって正常加齢では脳糖代謝はあまり低下しないことが明らかとなっ
た．
本研究は効果的な脳萎縮補正法をＦＤＧＰＥＴで初めて用い，日本人における正常加齢と脳糖代謝の
関連について新たな知見を見いだした点で非常に価値のある内容と評価された．
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